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１． はじめに 

とあるニュースで、家庭教師である男が教え子

の女子小学生にわいせつ行為をしたとして、逮捕

されるという報道を見た。その際、被害にあった

女子小学生は、当時「何をされていたのかわから

なかった。」と話していた。分からないというその

言葉の意味には、警戒出来ない・対処出来ない事

を示していた。私は、その言葉の意味を重く受け

取り、根本となるであろう性教育を問題視するこ

とにした。 

 本稿は、2020 年にサレジオ工業高等専門学校

（以下、本校）デザイン学科の卒業研究のテーマ

でもあり、大人も子供も安心して一緒に学べる、

性教育のドリルの開発を行う。 

 

２．研究目的 

本研究では、日本の性教育の遅れについて調

査・分析を行い、子供の成長にどの程度影響を受

けるかを研究する。また、その問題を解決するた

めのアイデアを考察する目的とする。 

 

３．調査内容 

 まず初めに、私は以下の三つの観点から性教育

の現状について調べ、日本の性教育における現状

の問題点を洗い出した。 

①世界の性教育について、②性教育の世界基準、

③知識の習得率（日本）。 

3-①世界の性教育について：性教育の特徴が分か

れる、三つの国を調査した。アメリカでは、総合

的性教育・禁欲教育・その二つを合わせたものが

ある。総合的性教育では、性を生物学・心理学・

社会学など様々な観点から、一人の責任ある人間

の行動を学ぶ。禁欲教育では、結婚まで性交をせ

ず禁欲生活を送る事の大切さを学ぶ。その他にも、

外部から講師を招き、ゲームや映画を鑑賞するな

ど、多くの手法が用いられている。オランダでは、

世界一実践的な内容を取り扱っている。また、性

教育は五歳から始まり、日常に性があることを自

然と捉えており、家庭でも自然と会話の中に性の

話題がある。結果、オランダの十代の中絶率・出

産率は世界から見ても極めて低い。タイでは、1990

年代に HIV 感染者が爆発的に増加した歴史がある

為、2006 年以降性教育が行われている。特徴とし

て、性を人権の視点に立つ内容で構成されている

が、教える側に保守的な考えがあり、関心を向け

ない事に課題がある。[1] 

3-②性教育の世界基準：ユニセフと WHO が協力し、

ユネスコで発行されている、国際セクシュアリテ

ィ教育ガイダンスという、性教育のガイダンスが

ある。そこには、性教育とは何かが明確に記載さ



れ、年齢ごとに教えるべき内容が細かく記載され

ており、性教育を遅くても五歳から始めるべきと

書いてある。[2] 

3-③知識の習得率（日本）：日本にも「性教育の手

引」という性教育のガイドライン（日本）が存在

しており、それを元に教育機関は授業を行ってい

る。2016 年 NPO 法人 PILCON では、関東圏全日制

高校生１～３年生の男女を対象とした 4016 名の

性知識の習得を問う調査では、正答率は平均３割

という結果になった。このことから、日本の性教

育を見直す必要がある。[3] 

三つの観点から調査した結果、日本の現状の性

教育では、子供の身を守ることや社会性が身につ

いていないことが判明した。しかし、性教育とは

本来オランダに例があるように、学校という組織

だけが教えるべきではない内容ばかりだと思われ

る。そこで、重要だと思われるのは家庭での教育

である。現状の家庭においての性教育について知

る為、子供を持つ親へ対しアンケートを実施した。 

 

４．アンケート結果 

 アンケート結果については、全ての親が性教育

を大切だと考えていることが分かった。しかし、

実践していないと答えた方の中では、「自らが性教

育をまともに受けていないことから、どう教えれ

ば良いかわからない。」という回答があった。] 

図１ アンケート結果のまとめ（一部） 

 

５．分析と考察 

 何故日本の性教育は遅く、そしてそれのどこが

問題点であるか、アンケート結果から考察を行っ

た。問１「あなたは性教育をしましたか、または

するつもりですか？」で、していないと答えた方

の意見を参照した。図１で分かるように、性教育

を教えるのは学校と考える方や教えることが恥ず

かしいと考える方がいた。理由は、問３に回答さ

れており「自らが、性教育をまともに受けてこな

かった」「自分たちが受けた保健体育では、詳しく

やらな かった」という意見だった。この事から、

性教育を家庭で行うには、親の不安を取り除くこ

とは大変重要な事であると分かる。また、問２で

「行った・行うつもり」と答えた方にも、ある課

題が浮上した。それは、教えている内容や頻度が

定まっていない事だった。以上の事から性教育は、

正しい知識を身につけ、社会性を学ぶ重要な教育

の一環と考察する。したがって、この事も解決す

る一つの課題と捉えた。 

 

６.提案の方向性 

今後の方向性として、親と子供が安心して学べ

る性教育のツールとしてドリルを検討している。

理由として、手元で一緒に見聞き出来るアナログ

媒体だからである。ドリルの中身としては、A4 横

サイズ、約一か月分の分量を 20 ページで想定する。

また、表現形式としては幼児に向けたイラストを

メインとして展開する。 

 

７.おわりに 

 プロトタイプのドリルを完成させた後、ターゲ

ット層の親子に検証を行い、最終案としてドリル

を完成する予定である。 

ドリルが普及され、親子の間で性の話題が当た

り前になり社会性を向上させ、いずれはこのドリ

ルを必要としない社会になることを願っている。 
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